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資格枠組みのレベルの定義（レベルディスクリプター） 

レベル 
学習者 

プロフィール 
知識と理解 汎用的な技能 

職務上の技能 自律性と 

責任感 

倫理観と 

プロ意識 専門実践技能 対人技能*1 分析技能*2 管理・指導技能 

8 

⚫ 学習者は、学問分野

や専門的実務分野の

最前線にある最先端

の知見について、批判

的理解を示す。 

⚫ 新しく独創的な知見

／実務につながる高

度な研究を、主体的

に実施・管理・統率

する。 

⚫ 論文、特許、製品、

新規の高度な専門的

実務、先進技術、創

造的モデル、芸術作

品や音楽などの形で

研究成果を産み出

す。 

⚫ 専門分野の観点、主

張、アイディアを、

知識と自信をもって

提示し、正しいと証明

する能力を発揮す

る。 

⚫ 学問分野または専門

的実務分野の最先端

で、課題となっている

問題について、包括

的、体系的、統合的で

新しく複雑な抽象的ア

イディアを実証す

る。 

⚫ 分野横断的な観点・

知識・理解を持つ。 

⚫ 学問分野や専門的実

務分野の最先端にあ

る新しく複雑な抽象

概念や課題を、批判

的に分析・評価して、

総合的に対応する。ま

た、既存の概念や実務

の高度化を図る。 

⚫ 高度な研究手法・解

析手法・技法を独力

で用いて、現代の複

雑で抽象的な新しい

問題や課題を解決

し、学問分野や実務

分野の新しい知見、

理論、解決策、実践

方法を創造的に産み

出す。 

⚫ ピアレビューや国際

基準を満たす独創性

の高い研究により、

新しい知見、理論、

解決策、実践方法を

産み出す。 

⚫ 実用的・技術的な技

法／実践方法や科学

的技法を使いこなす

高度な能力を発揮す

る。このような能力

は、複数の分野の最

先端において、複雑

で最新の問題を解決

するための技法、技

術や解決策を開発す

るものである。 

⚫ 複数の分野で、高度

で専門的な研究方法

論を設計／実施／改

良する能力を発揮す

る。 

⚫ 同業者、研究者コミ

ュニティや一般社会に

対して、当該分野の研

究成果を効果的に伝

える。 

⚫ 学習の場や職場の

人々、民族や職業が

異なるグループ・ネ

ットワークに所属す

る多様な人々に対応

する。 

⚫ 専門分野の情報、知

見、アイディア、課

題やその解決法につ

いて、同業者、研究

者コミュニティや一

般社会に説得力をも

って理路整然と伝え

る。 

⚫ 研究・実務活動の質

を高めるために、既

存の手法／方法論を

利用／選択／改善す

る、あるいは適切な

新しい手法／方法論

を開発する。 

⚫ 数値データや図表デ

ータの批判的評価を

行う。 

⚫ 新しい知見を産み出

し、実務、プロセス

や製品の高度化に貢

献する研究や資源管

理について、主体

性、自主性、権限をも

って取り組む。 

⚫ リーダーシップ、プ

ロ意識、管理能力を発

揮し、多様なパート

ナーと効果的に協力

する。 

⚫ 専門職／専門家レベ

ルの新たな問題につ

いて、学術的および

専門職の観点から、

社会的、文化的進歩

に貢献する。 

⚫ 自分自身の仕事につ

いて、全面的に責任を

負う。必要に応じて、

所属する組織の運営

管理全般にも説明責

任を負う。 

⚫ 生涯学習に対する知

見と、新しいアイデ

ィア、解決策、シス

テムの開発・融合を

図る。 

⚫ ベンチャー事業およ

びプロジェクトを起

こしたり、そのリー

ダーになったりす

る。 

⚫ 法律上、職業上の行

動規範や、倫理的に健

全な行動規範を遵守

する。 

⚫ 倫理上、職業上の新

たな課題を見いだ

し、その複雑さや、

専門分野における研

究の進展や社会全体

への影響を明らかに

する。 

⚫ 社会的、技術的、経

済的発展に専門的立

場から貢献する。 
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⚫ 学習者は、学習／研

究／専門的実務を進

めることにより、高

度な理論的知識、批

判的思考、創造能力

や革新能力に関する

理解を基礎として、

学問／実務の特定分

野における高度な知

識を習得する。ま

た、課題に対して、

新しい解決策を産み

出す。 

⚫ 世界でも、知識と能

力を生かして、自信

をもって行動する。 

⚫ 学問分野または実務

分野において、分析

的・批判的評価を行

い、複雑な情報や専門

的な概念・理論・手

法・実務をまとめ上

げるために、独創性

と主体性を発揮す

る。 

⚫ 高度な技術、手法、

技能を活用して、新し

いアイディア／画期的

な実践法を産み出す

ためのアプローチを

幅広く、総合的に行

い、知識を批判的・

統合的に応用し、学

問／実務分野におけ

る複雑な課題に対処

し解決する。 

⚫ 標準の専門的研究手

法／アプローチによ

って、最先端の知識

や学問分野の最新動

向から得られる実務

技能・手法、研究手

法を応用する。 

⚫ 学問分野または実務

分野の複雑な問題や

課題に対処し解決す

る能力を発揮する。 

⚫ 最低一つの外国語を

使い、仕事や高度な

学習を行う能力を発

揮する。 

⚫ 同業者、専門家、素

人に対して、最低一つ

の国際言語で、適切な

方法を用いて、知識、

技能、アイディア、評

論、結論／論拠を明確

に伝える。 

⚫ 学習の場や職場の多

様な人々や、民族や

職業が異なるグルー

プ・ネットワークと

協力しながら仕事が

できる。 

⚫ 研究・実務活動の質

を高めるために、適

切なディジタル技術

やソフトウェアを幅広

く効果的に利用す

る。 

⚫ 新しい解決策／課題

に取り組むために、

アプリケーションや

システムを調整す

る。情報・メディ

ア・技術のアプリケ

ーションを幅広く利

用して、学習／研究

／実務を支援する。 

⚫ 数学的手法や他の定

量的・定性的手法を

活用して、学習／仕

事の数値データや図

表データを分析・評

価するなど、評価業

務を設計・立案する

能力を発揮する。 

⚫ 職場やクラスで、か

なりの自主性、主体

性、リーダーシップ、

対人技能を発揮する。 

⚫ 複雑かつ予測がつか

ない状況下で、自分

のチーム内の作業や

他チームとの協働作

業の企画、資源管

理、監督、問題解

決、作業管理に相当

の責任を持つ。 

⚫ 研究者や職業人とし

て成長を続けることに

より自己の向上を図

る。 

⚫ ベンチャー事業ある

いはプロジェクトを

起こしたり、そのリ

ーダーになったりす

る。 

⚫ 法律上、倫理上、職

業上の行動規範を遵

守する。 

⚫ 批判的洞察や倫理的

配慮に基づき、複雑

な問題について助言

や決定を行う自信を

示す。 

⚫ 国や世界の社会的、

技術的、経済的発展

のために、専門的立

場で貢献する。 

⚫ 市民社会や世界が抱

えるさまざまな問題

に、自分の専門分野

で取り組む能力を発

揮する。 

別添A 
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⚫ 学習者は、専門分野

での研究開発、創造

性や革新が欠かせな

い準専門職の仕事に

求められる、広範囲

で体系的な知識と能

力を理解する。 

⚫ 専門職業人としての

姿勢・心構えと柔軟

な対応力を持ち、倫

理観ある職場文化や

持続可能性に向けて

取り組み、日本の国

家目標に沿いながら

国際社会の一員とし

ての認識を持つ。 

⚫ 理論や技術につい

て、高度で総合的な

知識を言葉で説明

し、関連する専門分

野の能力、または学

習／研究／仕事／実

務分野に関わる学際

的な能力を発揮す

る。 

⚫ 学習／研究／仕事／

実務の分野で、批評

的・分析的能力や評

価能力を用いて、当該

分野の知識の活用にお

いて知的主体性を発揮

する。 

⚫ 複雑な用途を管理、

解明し、創造的で画

期的な解決策を用い

て、予測できない問

題に対処する。 

⚫ 学習／研究／仕事／

実務の分野で、技能

／知識をさまざまな

アプローチに応用する。 

⚫ 広範囲にわたる複雑な

問題の解決に、基本

的な方法や手法を幅

広く応用する。 

⚫ 専門分野に関する実

務や手法の見直し、

調整、監督を行う。 

⚫ 多様な他者に対して、

アイディアや考えを、

文書および口頭で、適

切な表現方法を用い

て、自信をもって正確

に理路整然と伝える。 

⚫ 学習や仕事などの多

様なコミュニティの

人々や、地域や国が

異なる多様な人々と

協力する。 

⚫ 多様なITツールやメ

ディア、アプリケーシ

ョンを幅広く使用

し、学習／仕事を支

援する。 

⚫ 数値データや図表デ

ータ／視覚データを

組み合わせて学習／

仕事に使う。 

⚫ 多様な組織的枠組み

や制約の下で、自主的

に仕事をし、各種業

務管理でリーダーシッ

プとプロ意識を発揮す

る。 

⚫ 自分や他者の業務に

ついて、相当レベル

の責任を負う。 

⚫ 事前に定めた目標や

成果に向けて仕事を

することで、意思決

定能力とプロ意識を

発揮する。 

⚫ 選んだプロジェクトの

中で企業家としての能

力を発揮する。 

⚫ 自ら定めた方向で、

生涯学習や職業の実

現に向けて取り組

む。 

⚫ 地域／国／世界の社

会政治・経済・文化

的に幅広い課題につ

いて認識を示す。 

⚫ 専門分野で、説明責

任を果たす。 

⚫ 社会的・職業上の多

様な環境や実務の中

で、倫理観を遵守

し、倫理上の課題を

明らかにし、倫理観

を持って決定し、専門

職業人として行動をす

る能力を発揮する。 

⚫ 地元や世界が抱える

科学、技術、ビジネ

ス、社会、環境の課

題について、深い認

識と知識を示す。 
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⚫ 学習者は、相当量の

理論的・専門的知識

を持ち、職場で複雑

な状況に対処するこ

とができ、組織や職

業で求められること

を理解し、それに従

うことができる。 

⚫ 学習者は、倫理的に

も、地域社会や世界

で働いたり生活した

りする場合にも、持

続可能な方法を用い

る能力を持つ。 

⚫ 高度な専門知識が求

められる分野で、予

測不可能な多様な任務

／仕事／学習に取り

組むために、理論、

概念、技術について

広範囲の知識と理解

を有する。 

⚫ 一つの専門分野また

は仕事において、専門

的・概念的・理論的知

識を詳細に認識し、

解釈、応用、分析、

評価する。 

⚫ 曖昧で複雑な定型

的・非定型的な状況

や、予測できない状

況でも、限られた範

囲のアプローチや自

主性をもって、問題

や課題を解決する。 

⚫ 実務能力を幅広く活

用して、多様な学習や

複雑な任務につい

て、必須の方法論や手

法を用いる。 

⚫ 関連した実施方法や

プロセスの見直しや

調整を行い、他の人

たちを監督する。 

⚫ 社会的、学術的、職

業上の目的で、多様な

聞き手に情報、アイデ

ィア、問題、解決策を

伝えるために、分かり

やすい方法で、説得力

を持ち、効果的にコ

ミュニケーションを取

ったり交流したりす

る。 

⚫ 最低二つの言語で、

高い会話力や文書作

成力を示す。 

⚫ 多様なITツールやメ

ディア、アプリケーシ

ョンを幅広く利用し

て、学習／仕事を支

援する。 

⚫ 複雑で定型的、非定

型的な数値データや

図表データ／視覚デ

ータを解釈して使用

する。 

⚫ 相当な自主性をもっ

て、かなり個人責任を

負いながら仕事をす

る。 

⚫ 職場で、資源の割り

当てや他者の成績に

関わる判断につい

て、単独で経営的決

断を下す。 

⚫ 責任を取ったり、説

明責任を負ったりす

る能力を示す。 

⚫ 業務分野が明確でな

い場合を含め、新し

い環境で、チーム・リーダ

ーシップを発揮する。 

⚫ 関連する特定の状況

で、企業家的な能力を

発揮する。 

⚫ 自ら方向を定めた生

涯学習に効果的に取

り組み、専門的な共

同制作や研究に自主

的に参加する。 

⚫ 地域や世界で、複数

の言語が飛び交う多

民族・多文化の状況

下で、仕事や学習を

行う能力を発揮す

る。 

⚫ 社会的責任を果たす

能力を発揮する。専

門職業人に相応しい

倫理的慣行や持続可

能な慣行に従う能力

を示す。 

⚫ 地域や世界で、持続

可能な社会をつくる

ために貢献する。 
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⚫ 学習者は、一般理

論・原理について幅広

い知識を獲得し、特

定分野の学習／訓練

の能力を発揮する。

それにより、技術

職・専門職・経営職

の分野のキャリアにつな

がる専門的な仕事を

行うことができる。 

⚫ 学習者は、進学への

関心を示す。 

⚫ 学習者は、倫理観あ

る適切な行動を取ろ

うと努力し、世界の

中の日本という視点

で、日本の目標への

理解を示す。 

⚫ 当該分野の学習／訓

練の中で、複雑で定

型的／非定型的な任

務／学習を行うため

の複雑な理論的知

識・能力について、

広範囲にわたり体系

的に把握・理解す

る。 

⚫ 学習／仕事の内容が

明確になっている場

合、最低限の監督を受

けて、一般概念／理論

／運用原理を認識・

解釈・適用・評価す

る。 

⚫ 明確でありふれた問

題や、日常的に見ら

れない性質の問題を

解決する。 

⚫ 実務能力、技法、手

法を限られた範囲で

応用し、求められた

任務／仕事を行う。 

⚫ 定型的または非定型

的な任務に関する実

務やプロセスについ

て、必要に応じて検

討と修正を行う。 

⚫ 他の学生や専門家、

素人などに対して、ア

イディア、情報、問

題、解決策を、口頭で

も文書でも明確に伝え

る。 

⚫ 単独、またはチーム

メンバーの一員とし

て、管理者や同僚、

部下と効果的に交流

する。 

⚫ 日本語のほかに最低

一つの言語で、能力

を発揮する。 

⚫ 学習／仕事を支援し

たり、仕事や学習に

関するデータを調べ

て処理するために、

多様なデジタルツール

を利用する。 

⚫ 所定の複雑な数値デ

ータや図表データ／

画像データを解釈し

活用する能力を発揮

する。 

⚫ さまざまな状況で実

施される明確で非定

型的な学習／任務に

ついて、幅広い助言

や指導を受けて、かな

りの責任感と自主性を

もって仕事をする。 

⚫ 職場で各種チームの

統率と管理を行い、

問題に対処する。 

⚫ 企業家的な活動につ

いて調べたり参加し

たりする。 

⚫ 進学の可能性や自己

研鑽の取り組み方を

明確にする。キャリ

アや職業について現

実的な目標を立て

る。 

⚫ 地元・地域社会づく

りにつながる専門的

活動や市民活動に関

心を示し、参加す

る。 

⚫ 仕事において、組織の

倫理や職業倫理を理解

し、従う能力を示

す。地域社会や世界

で働いたり生活した

りする場合、持続可

能な方法を適切に用

いる能力を示す。 
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⚫ 学習者は、中級レベ

ルの事実や原理原則

について、基本的、理

論的かつ専門的な知

識を獲得する。必要

に応じて、仕事に関

するバランスの取れ

た能力を発揮する。 

⚫ 学習者の興味や仕事

に関連する学習や訓

練に興味を示す。 

⚫ 年齢相応に地域社会

に参加し、世界の問

題に対して年齢相応

の認識を持つ。 

⚫ 英語など、日本語以

外の一つの言語で、

初級の言語能力を獲

得する。 

⚫ ある学習や訓練につ

いてかなりの知識を

持つ中で、基本的な

原理原則、理論、技

能を言葉で説明し、

明確な各種の定型的

任務/仕事に取り組

む。 

⚫ 知識や、よく知ってい

る手法、スキルを活用

して、定型的任務／学

習の予測できる問題

を解決する。 

⚫ 教師の監督の下で、

情報、適切な手法や

ツール、技術、材料

を使って、定型的・

非定型的な任務／問

題への取り組み／解

決策を組織・運用

し、完了させる。 

⚫ 他の学生、専門家、

素人に対して、単独

で、あるいはチーム

で、口頭または文書に

よって、アイディア、

情報、問題、解決策を

効果的かつ明確に伝

える。 

⚫ 日本語以外に最低一

つの国際語の初歩的

能力を養成する。 

⚫ 学習／仕事を支援す

る基礎的なITアプリ

ケーションを利用し

て、学習／仕事に関連

するデータを調査、

処理する。 

⚫ よく知っていて分か

りやすい数値データ

や図表データを解釈

し、活用する。 

⚫ 最低限の指導監督

で、かなり自主的に

仕事をする能力を示

す。 

⚫ 学習／仕事の枠内

で、相手に助言を与

える。 

⚫ 成果の質と影響につ

いてかなりの責任を

負う。 

⚫ 学習／仕事／任務の

成果や成績につい

て、よく考え、責任

を負う 

⚫ 最低限の指導監督下

で、学習による自己研

鑽やトレーニングを

積んだり、進学を希望

したりする。 

⚫ 日本および近隣諸国

について、認識と一

般的知識を持つ。 

⚫ 企業家に求められる

知識や能力につい

て、基礎的な理解を

示す。 

⚫ 多文化環境の中で行

う学習／任務で、職業

倫理に従うことがで

きる。 

⚫ 地域社会や世界に役

立つ事柄（環境問題

など）について、地

域社会と積極的に関

わる。 
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⚫ 学習者は、一定の環

境で責任感と倫理観

のある職業人として仕

事を行うための知識と

技能を獲得する。 

⚫ 進学や、積極的に生

涯学習に取り組むこ

とに関心を示す。 

⚫ 地域社会に参加する

技能を高める。 

⚫ 英語など、一つの外

国語の基礎的能力を

高める。 

⚫ 学習のため、あるい

は各種の定型・非定

型の任務／仕事に取

り組むために、複数

の主題／分野の知識

を言葉で説明する能

力を身に付ける。 

⚫ 知識と技能を、明確

な定型的学習／任務

に活用する。 

⚫ 明確な定型的学習／

任務において、よく

知っている解決法を

応用して予測できる

問題を解く。 

⚫ 一般的な基本手法、

材料を用いて、指導を

受けて、明確な任務を

計画し、完成させる能

力を発揮する。 

⚫ よく知っている日常的

な事柄について、単純

で直接的な情報のやり

とりが必要な限られ

た状況で、コミュニケ

ーションをとる。 

⚫ 日本語以外の言語一

つの基礎的能力を高

める。 

⚫ 進学準備に責任を

持ち、準備に取り

掛かる。 

⚫ 教師の監督の下で、

所定の任務を行うた

めに、十分な、限ら

れた基礎的なアプリ

ケーションやITツー

ルを利用して、簡単な

データを処理する。 

⚫ 少量の単純でよくあ

る数値データや図表

データを解釈する。 

⚫ 体系化された活動に

おいて、監督の下で、

ほとんど自主性な

く、相当な支援を受

けて、作業や仕事を

する。 

⚫ 責任や説明義務をほ

とんど負わずに、チ

ームで作業し、意見

交換や相手へのフィ

ードバックを行う。 

⚫ 教師の指導を受けて、

学習に一定の責任を

担い始める。 

⚫ 任務や個人の行為・

価値観について考え

る力を発揮する。 

⚫ 一定の個人の価値観

を学習／任務の中で

生かす能力を示す。 

⚫ 自分以外の文化や価

値体系に触れ続ける

ことで、文化的多様

性への理解を深め

る。 

⚫ 政治意識や社会意識

を高める。 
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⚫ 学習者は、最低レベ

ルの基礎的な一般知

識・技能を獲得し、

指導の下で、基本的

かつ極めて定型的な

任務を行い、さらに

学習を進め、責任感

と倫理観ある職業人

になるための準備を

する。 

⚫ 地域社会や、地方・

国の制度について認

識し、自分以外の世

界に好奇心を持つ。 

⚫ 分野や対象の狭い範

囲内で、単純で基本

的な知識と技能を言

葉で説明し、非常に

定型的で予測できる

任務および学習を行

う。 

⚫ 定型的で明確で予測

できる任務におい

て、指導を受けて、

基礎的な知識を活用

する。 

⚫ 成果や成績につい

て、考え、改善する

力を発揮する。 

⚫ 明確な任務につい

て、各種の一般的な

基本手法や材料を使

う初歩的な技能を発

揮する。 

⚫ 限られた状況の下

で、馴染みある日常

的な表現や簡単な言

葉を伝える。 

⚫ 基礎的な数学的手法

（記号など）を利用

する力を示す。 

⚫ 教師の指導の下で、

与えられた任務を行

うのに十分な、いく

つかの簡単な／基本

的アプリケーション

を利用する。 

⚫ 直接指導の下、支援

を受けて、構成され

た活動／任務に取り

組む。 

⚫ 単独またはチームで

作業や仕事をする力

を発揮する。 

⚫ 教師の働きかけと指

導の下で、学習に一

定の責任を担い始め

る。 

⚫ 教師の指導の下で取

り掛かった／行われ

た任務について、検

討・反省する力を発

揮する。 

⚫ 学習や任務の中で、

生かせる個人の価値

観を明確にする能力

を示す。 

⚫ 社会の責任あるメン

バーとなり、自分以

外の文化に対する配

慮を示す。 

＊1コミュニケーション技能等についても記述する。＊2ディジタル・数的技能等についても記述する。 



4  

各レベルの目安 

レベル8：専修学校（2）卒業後15～20年程度経過（35～40歳）、博士 

レベル7：専修学校（2）卒業後10～15年程度経過（30～35歳）、修士、専門職修士 

レベル6：専修学校（2）卒業後5～10年程度経過（25～30歳）、高度専門士、学士、専門職学士 

レベル5：専修学校（2）卒業後2～5年程度経過（22～25歳）、専門士、短期大学士、専門職短期大学士、準学士 

レベル4：専修学校（2）卒業後0～2年程度経過（20～22歳）、専門士、短期大学士、専門職短期大学士、準学士 

レベル3：高等学校卒業（18歳）、専修学校（1） 

レベル2：中学校卒業（15歳） 

レベル1：小学校卒業（12歳） 

 


